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安花・・・褒諄をこめない参麟脅.

空包・・・実禅のべわ F)〔で本錮 .`κ

製のなを装置し_発おそだ

け発するようしてし′(損響澤

の喘匂ふ

(力籟キえよ`))

築知症声ゃヽtす訓錬 (%7)
麻ま口校ごぞ65歳以上の人が35%.5師的やヽrtらん′会itよる嗜劇。
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詠Q蔵という病気を始ろう」ぞは.力 t力、ハ:議 |ヾマ
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ない.
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°
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い」.

次【(声 り`けのイレントについて○おどう0｀せない.②そうヾ々 ない.

0プライドを傷つけない。ア,ンツハイマー覆が約60%どのこと。

(見ぎ黎 などの症広).この後、声かけ●:1縁 ttな りましス.
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～ お知 らせ～
先月の「いわくら」でもお知うゼし

まし′く力ヾ.毎キ恒例の「オ交モE夏祭t)」
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會発会管理の賛亀駐車場
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